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学校名 公開研回数 地域 分類 開始 終了 年数
島小 8 群馬 島村 ① 1952 1963 8
境小 群馬 境町 ① 1964 1969 5
御影小 8 兵庫 神戸市 ② 1967 1975 8
大田小 6 広島 世羅町 ② 1971 1977 6
室蘭啓明高 5 北海道 室蘭市 ② 1973 1978 5
三本木中 3 青森 十和田市 ② 1974 1977 3
東陵小 2 石川 小松市 ② 1976 1978 2
七百中 2 青森 六戸町 ② 1978 1981 3
鍋小 3 熊本 呉市 ② 1978 1981 3
森山東小 1 長崎 森山町 ② 1978 1979 1
逆瀬台小 3 兵庫 宝塚市 ② 1979 1982 3
四郷小 3 兵庫 姫路市 ② 1979 1982 3
本寺小 岩手 一関市 ③ 1976 1981 5
志里池小 兵庫 神戸市 ③ 1977 1979 2
下境小 福岡 直方市 ③ 1977 1978 1
上興部中 北海道 紋別郡 ③ 1979
赤穂小 長野 駒ヶ根市 ③ 1979 1982 3
世羅中 広島 世羅町 ③ 1980 1983 3
瑞穂三小 6 東京 西多摩郡 ③ 1980 1986 6
山南小 広島 沼隈郡 ③ 1981 1983 2
牛窓東小･幼 岡山 牛窓町 ③ 1981 1983 2
横田小 岩手 陸前高田市 ③ 1983 1984 1
御崎小･幼 兵庫 赤穂市 ③ 1983 1985 2
有年小 兵庫 赤穂市 ③ 1984 1985 1
愛隣幼（私立） 大分 大分市 ③ 1985 1989 4
福田小 千葉 佐原市 ③ 1985 1986 1
三津小 広島県 安芸津町 ③ 1985 1988 3
有年幼 兵庫 赤穂市 ③ 1985 1986 1
幌別西小 北海道 登別市 ③ 1986 1987 1
戸山中 青森 青森市 ③ 1986 1989 3
湖東小 千葉県 佐原市 ③ 1988 1990 2
小田小 茨城 つくば市 ③ 1991 1992 1
甫嶺小 岩手 三陸町 ③ 1991 1992 1
下矢作小 岩手 陸前高田市 ③ 1994 1995 1
西小 4 沖縄 伊江村 ③ 1997 2006 9
識名小 沖縄 那覇市 ③ 2000 2002 2
宇栄原小 2 沖縄 那覇市 ③ 2004 2009 5
長田小 3 沖縄 宜野湾市 ③ 2009 2012 3
座安小 沖縄 豊見城市 ③ 2012 2014 2


























































































































































































































































る。その他は、おおむね 1 ～ 3 年程度であり、平
























































































































































































































① 1 ＋11、② 2 ＋10（上記のBに当たる）、③
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3 ＋ 9 （上記のAに当たる）、④ 4 ＋ 8 、⑤ 5 ＋
7 、⑥ 6 ＋ 6 、⑦ 7 ＋ 5 、⑧ 8 ＋ 4 、⑨ 9 ＋ 3 、
⑩10＋ 2 、⑪11＋ 1
以上11通りである。このうち、⑦から⑪まで
は、交換法則により①から⑤までと同じと考え、
① 1 ＋11、② 2 ＋10、③ 3 ＋ 9 、④ 4 ＋ 8 、⑤
5 ＋ 7 、⑥ 6 ＋ 6
の 6 通りとすると考えられる。
ところが、教材解釈の話し合いでは、②から⑥
の 5 通り（ 2 ＋10、 3 ＋ 9 、 4 ＋ 8 、 5 ＋ 7 、 6
＋ 6 ）とすべきであるということになった。その
上 で ② は、 2 × 3 ＝ 6 、10× 3 ＝30、 6 ＋30＝
36、③ 3 × 3 ＝ 9 、 9 × 3 ＝27、 9 ＋27＝36……
のように計算させるというのである。
理由としては、③から⑥（ 3 ＋ 9 、 4 ＋ 8 、 5
＋ 7 、 6 ＋ 6 ）が、「九九を活用した計算方法」
であり、②（ 2 ＋10）は、分解しても「九九を用



















ある。であるとすれば、① 1 ＋11、② 2 ＋10、③
3 ＋ 9 、④ 4 ＋ 8 、⑤ 5 ＋ 7 、⑥ 6 ＋ 6 、⑦ 7 ＋




① 1 ＋11、② 2 ＋10、③ 3 ＋ 9 、④ 4 ＋ 8 、⑤ 5
＋ 7 、⑥ 6 ＋ 6 の 6 通りとなるわけであるが、①
1 ＋11、② 2 ＋10、③ 3 ＋ 9 、④ 4 ＋ 8 、⑤ 5 ＋
7 、⑥ 6 ＋ 6 、⑦ 7 ＋ 5 、⑧ 8 ＋ 4 、⑨ 9 ＋ 3 、












































































































































































公開研究会（ 8 回）とともに 8 回の夏季休業中の
研修会が行われたのである。第 2 回、1956年 8 月
12-14日、 法 師 温 泉。 第 3 回、1957年 7 月21−23
日、鹿沢温泉。第 4 回、1958年 8 月14−16日．花
敷 温 泉。 第 5 回、1959年 8 月16−18日、 山 田 温
泉。第 6 回、1960年 8 月14−16日、横谷温泉。第
7 回、1961年 7 月26−28日、白布高湯温泉。第 8





























































































































































の学校づくりでは、西江校長の 3 年間の後、 3 年
間の中断を経て再び西江校長の志を受けとめた校
長（上間順一）によって 3 年間継続した。
*43　狩野、島小における教職員の力量形成、前出。
【附記】
本稿は、日本教育方法学会第52回大会（九州大
学）自由研究発表（2016/10/01）において口頭発
表した内容を文章化したものである。本研究の推
進にあたっては、学校法人十文字学園、十文字学
園女子大学平成28年度プロジェクト研究費の助成
を受けた。
